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第７回津別町議会臨時会『行政報告』 

本日ここに第７回臨時会を招集いたしましたところ、議員各位に

は極めてご多忙のところご出席賜り、厚く御礼申し上げます。 

ただいま発言のお許しをいただきましたので、第６回定例会後の

行政報告を申し上げます。 

 

はじめに、誠に残念な報告でありますが、本年５月３１日にお亡

くなりになられた、ＮＴＴ第３代代表取締役社長 児島 仁
まさし

氏のお別

れの会が、９月２９日、東京帝国ホテルで行われ出席いたしました。

児島氏と津別町との関わりは、奥様が本町の出身であったことに由

来し、平成１０年よりＮＴＴラグビー部の合宿が行われるようにな

りました。相生に別荘とお墓も建てられ、毎年選手と共に来町し、

津別での夏を楽しんでおられました。２０年以上にわたり本町の活

性化と振興にご尽力いただきましたことに深く感謝を申し上げる次

第であります。 

また、去る１０月３日、旭日単光章、津別町自治功労者 小田島利

英様がご逝去されました。故人は、永きにわたり、津別町議会議員を

務められ、本町の自治振興に多大なご貢献をいただきました。 

さらに、去る１１月１０日には、津別町自治功労者 高田秀幸様
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がご逝去されました。故人は、永きにわたり、統計調査員として地

方自治の基礎となる統計調査にご尽力をいただきました。 

お三方の生前中の数々のご功績に対し、衷心より敬意と感謝を申

し上げますとともに、安らかなご冥福をお祈り申し上げる次第であ

ります。 

次に、寄附についてでありますが、１０月３０日、まちづくりに

役立てて欲しいと２００万円のご寄附をいただいたところでありま

す。ご本人の希望により氏名の公表は差し控えさせていただきます

が、ご厚志に深く感謝を申し上げますとともに、ご趣旨に沿って有

益に使用させていただく所存であります。 

次に、交通死亡事故についてでありますが、９月２６日、国道

２４０号釧北峠の津別側で、どちらも町外在住の男性が運転する普

通乗用車と大型トラックが正面衝突し、普通乗用車の運転者が死亡

する痛ましい事故が発生しました。これより、少し前の９月１９日

には、町内で街頭啓発旗の波運動を実施し、交通事故死ゼロ日運動

の目標を１，０００日と定めていたところでしたが、今回の事故に

より、町内における死亡交通事故ゼロ日運動は、５５３日でストッ

プしました。 

悲惨な交通事故を再び起こさないためにも、引き続き交通安全に
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対する啓蒙・啓発運動を展開して参りますので、町民の皆様のなお

一層のご協力をお願いする次第であります。 

次に、エコツーリズム推進に係る講演会についてでありますが、

１０月５日、本町のエコツーリズム推進事業のキックオフイベント

として開催し、第１部では一般社団法人田辺市熊野ツーリズムビュ

ーローの多田稔子
の り こ

会長から、世界遺産に登録された熊野古道におけ

る外国人観光客の受入れ態勢の構築や、魅力の発信方法等が紹介さ

れました。 

第２部では、「津別町上里地区におけるエコツーリズムの可能性」

をテーマにトークセッションが行われ、パネラーから様々な意見が

出され有意義な議論の場となり、本町が目指す上里地区の国立公園

編入へのアピールにもつながったものと考えております。 

なお、本講演会は、環境省釧路自然環境事務所の事業の一環とし

てお力添えをいただいたものであり、ご協力に感謝を申し上げる次

第であります。 

次に、津別町青少年海外派遣事業についてでありますが、４年ぶ

りに津別高校生のニュージランド派遣事業が再開され、１０月９日

から２０日までの１２日間の行程で５名の生徒を派遣しました。生

徒たちは、オークランド市内でホームスティをしながら現地の高校
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に通い、個々人が設定したテーマをもとに多くのことを学び、「失敗

から得ることも多くあり、貴重な経験をすることができた。」との報

告を受けたところであります。 

次に、第１７回まちづくり懇談会についてでありますが、今年度

は１０月１２日から２０日までの間に８回開催し６５名の方が参加

されました。意見交換のテーマは、人口減少下における少子化対策

とまちづくり基本条例の制定について話し合い、参加者から出され

た提案・要望事項につきましては、内容を検討し新年度予算に計上

したいと考えております。 

今回は、日程調整が難しく開催回数が例年より少なくなりました

が、いただいた建設的なご意見につきましてしっかり受け止めて参

る考えであります。 

次に、２０２３つべつ産業まつりについてでありますが、１０月

２２日、さんさん館周辺において４年ぶりに開催されました。 

約２，０００人の方々が来場され、津別農協による玉ねぎとじゃ

がいもの詰め放題、網走漁協によるホタテの販売のほか、餅まきや

お楽しみ抽選会等が催され、大きな歓声が津別町の秋の空に響き渡

りました。開催にあたりご尽力いただきました実行委員会及びご協

賛いただきました関係各位に対しまして深く感謝を申し上げる次第
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であります。 

次に、南アルプス市市制施行２０周年記念式典についてでありま

すが、６町村の合併による南アルプス市の誕生から２０年を迎え、

１０月２２日、記念式典が桃源文化会館にて開催され、鹿中議長と

ともに出席いたしました。式典は、山梨県知事をはじめ近隣市町村

長、議会議長のほか多くの南アルプス市関係者が出席され、パイプ

オルガンの荘厳な演奏の中、厳粛のうちに執り行われ、本町と同じ

く姉妹都市から出席された石川県穴水町とともに両町長と議長が来

賓として紹介されました。 

今後とも南アルプス市との交流促進は元より、姉妹都市同士の交

流についても行って参りたいと考えております。 

次に、北海道知事の来町についてでありますが、１０月２３日、

鈴木知事が株式会社山上木工を訪問され、社長と専務とともに懇談

いたしました。 

鈴木知事は、本年１月にＪＩＭＢＡ（ジンバ）を訪問されたとき

と同様に、「なおみちカフェ」の一環として来町され、山上木工の展

示・販売施設「ツクール」と同社工場を視察し、専務から事業展開

と自社ブランド製品の説明、２０２０東京オリンピック・パラリン

ピックのメダルケース製作への思いなどが熱く話されました。この



6 

様子は、北海道のホームページに掲載されていますので、ぜひご覧

になっていただきたいと思います。 

次に、第３１回東京つべつ会総会の開催についてでありますが、

１０月２９日、東京都主婦会館プラザエフにおいて、会員ほか関係

者３９名が出席し４年ぶりに開催されました。津別町からは私のほ

か鹿中議長、高橋議員、商工会から中島会長、農協から佐野組合長

が出席され、広報番組タウンニュースつべつを放映しながら、ふる

さとの話題を中心に心温まる盛大な総会となりました。役員及び会

員の皆様には、ふるさと津別の応援団として今後ともご支援とご協

力をお願いする次第であります。 

次に、南アルプス市「ありがとう・心あったか祭り」についてで

ありますが、１１月３日、桃源文化会館周辺において４年ぶりに開

催され、津別町商工会から２名、役場職員３名の５名により本町の

農産物や海産物等の物産販売を行いました。 

本年は初めての取組として、南アルプス市のキャラクターや津別

町の「まる太くん」の缶バッチが当たるガチャガチャの抽選会が行

われ、同行した「まる太くん」とともに津別町を大いにＰＲしたと

ころです。 

物産販売等にご協力をいただきました関係各位に感謝を申し上げ
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ますとともに、今後とも南アルプス市との様々な交流を深めて参る

所存であります。 

次に、台湾彰化県二水郷への訪問についてでありますが、用水路

を整備した先人達の功績を偲ぶ伝統行事「跑水祭」に二水郷長より

お招きをいただき、１１月３日から７日の行程で、私と鹿中議長、

山田議員、さらに本町日台親善協会員等総勢１０名で友好都市二水

郷等を訪問して参りました。お祭りの当日は、台湾の通産大臣、彰

化県知事とともに来賓として紹介され、二水郷役場と地元住民の皆

様の心のこもった熱烈な歓迎に感激したところです。 

また、台北市では台湾の外交部である台湾日本関係協会を表敬訪

問し、両自治体の交流に引き続きお力添えをいただくようお願いし

たところであります。 

来年度は、中学生の相互交流のほか、二水郷長をはじめ１６名が

本町への訪問を予定しているとのことから、心から歓迎する旨の意

を伝えたところであります。 

次に、第７回全国木のまちサミットについてでありますが、１１

月９日、神奈川県小田原市において開催され出席いたしました。 

今回のサミットには、本町で開催された第４回サミットに参加さ

れた元林野庁林政部木材利用課長、現在株式会社モリアゲの代表で
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ある長野麻子氏による「木のまちからモリアゲよう！」と題した基

調講演が行われ、この他、小田原市の森林をフィールドとして活用

したフォレストアドベンチャーの取組、狩猟者の登録制度であるハ

ンターバンク、リニューアルしたキャンプサイトの運営状況など現

地視察が行われました。 

今後とも林業・木材産業の振興を図る全国の自治体との交流を深

め、木材利用の促進をともに模索して参る考えであります。 

次に、大通地区コミュニティ施設「ウッドリーム」のオープン式

典についてでありますが、１１月１２日、大通棟の全面供用開始を

迎えるにあたり、オープン式典を開催いたしました。 

式典では、ご来賓の挨拶を始め、施設の概要やロゴデザインにつ

いて設計者から説明され、愛称「ウッドリーム」を考案した斉藤叶夢
か な た

君からは、愛称に込めた思いが話されました。 

その後、ご来賓の方々とともにテープカットを行い、施設の本格

稼働を祝うとともに、同日開店したグリーンズ・コーヒー・ラウン

ジからコーヒー等が振る舞われ、寒空の下での式典を心身ともに暖

かく終えることができました。 

議員の皆様には、時節柄ご多忙の中式典にご臨席いただき、厚く

御礼を申し上げる次第であります。 
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なお、バスターミナルにつきましては、今月１７日の始発便より

運行を開始し、津別ハイヤー事務所につきましては翌１８日に移転

を終え、大通棟ウッドリームのすべての機能が稼働しました。 

今後は、町民の皆様をはじめ多くの方々の交流、コミュニティの

基点となるよう、まちづくり会社と共に運営に努めて参ります。 

 

なお、今議会におきまして、条例制定、補正予算等の議案を提出

いたしますので、慎重にご審議の上、原案にご協賛賜りますようお

願い申し上げ行政報告といたします。 


